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観
光
に
よ
る
復
興
支
援

現
在
、
全
国
的
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
以
降
に
落
ち
込

ん
だ
東
北
６
県
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
震
災
前
と
同
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
者
全
体

で
も
、
震
災
前
の
９
割
弱
程
度
と
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
6
月
に
認
定
し
た
東
北
地
方
の
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
に
向
け
た
支
援
や

東
北
観
光
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る
な

ど
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
地

域
と
連
携
し
、
東
北
の
観
光
需
要
の
回
復
に

努
め
ま
す
。
特
に
、
回
復
が
遅
れ
て
い
る
福

島
県
に
つ
い
て
は
、
福
島
へ
の
教
育
旅
行
の

再
生
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
実
感
で
き
る
復
興
」に
向
け
て

10
年
間
と
定
め
ら
れ
た
復
興
期
間
の
う
ち
、

前
期
5
カ
年
の「
集
中
復
興
期
間
」を
終
え
、

本
年
4
月
か
ら
、
後
期
5
カ
年
の
「
復
興
・

創
生
期
間
」
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入

り
ま
す
。
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
未
来
を

創
る
5
年
間
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
被
災

地
が
日
本
の
再
生
と
成
長
を
リ
ー
ド
し
、
地

方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
「
自
立
」

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
被
災
地
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
地

域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域
ご
と
の
実

情
を
細
か
く
把
握
し
、
今
な
お
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
に
一
日

も
早
く
復
興
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

復
興
の
一
段
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

福島県相馬市の災害公
営住宅。被災高齢者の孤
独状態を防ぐため、団ら
んの場や食堂エリアなど、
共助スペースを随所に設
置している。

平成27年5月、JR仙石線
全線運転再開および仙石
東北ライン開業記念式典の
様子。

東
北
の
復
興
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備

防
災
機
能
を
担
う
道
路

東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
海
岸

沿
い
が
広
く
津
波
に
襲
わ
れ
、
仙
台
か
ら
青

森
に
か
け
て
沿
岸
部
を
つ
な
ぐ
国
道
45
号
が

所
々
で
寸
断
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
ま
ず
が
れ
き
撤
去
や
補
修
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
被
災
地
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き

ず
、
地
域
を
結
ぶ
基
幹
的
な
道
路
は
複
数
必

要
と
の
認
識
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
岩
手
県
釜
石
市
で
は
地
震
後
に
高

台
を
目
指
し
て
走
っ
て
い
た
小
中
学
生
ら
が
、

6
日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
三
陸
沿
岸
道

路
に
登
っ
て
津
波
か
ら
無
事
に
逃
れ
ま
し
た
。

ま
た
仙
台
東
部
道
路
の
よ
う
に
、
盛
土
構
造

の
道
路
が
結
果
的
に
津
波
を
遮
断
し
、
被
害

を
抑
え
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
平
成
23
年
の
政
府

の
復
興
構
想
会
議
に
よ
る
「
復
興
へ
の
提
言
」

に
お
い
て
、「
太
平
洋
沿
岸
軸
の
緊
急
整
備
、

太
平
洋
沿
岸
と
東
北
道
を
つ
な
ぐ
横
断
軸
の

強
化
に
つ
い
て
、
防
災
面
の
効
果
を
適
切
に

評
価
し
つ
つ
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
」
と
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
計
画
の
立
案
の
み
で
事
業
化

し
て
い
な
か
っ
た
道
路
の
事
業
化
を
決
定
。

私
た
ち
が
現
在
、復
興
道
路
と
呼
ん
で
い
る

「
三
陸
沿
岸
道
路
」、
復
興
支
援
道
路
と
な
っ

た
4
本
の
道
路
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」、

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
「
釜
石

花
巻
道
路
」、
東
北
中
央
自
動
車
道
の
「
相

馬
福
島
道
路
」
お
よ
び
宮
城
県
所
轄
の
「
み

や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
」
の
開
通
に
向
け
、

急
速
に
動
き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
区
間
で
、
都
市
計
画
な
ど
の
影
響
が

あ
り
事
業
化
が
遅
く
な
っ
た
箇
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
の
合
計
5
8
4
㎞
全
て
が
事
業
化
し
、

全
体
の
お
よ
そ
7
割
に
当
た
る
4
0
7
㎞
は

開
通
ま
た
は
開
通
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
を
元
気
に
す
る

常
磐
自
動
車
道

復
興
を
加
速
さ
せ
る
道
路
と
し
て
も
う
一

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
昨
年
3
月
に

全
線
開
通
し
た
常
磐
自
動
車
道
で
す
。

東
京
か
ら
仙
台
の
約
3
5
0
㎞
を
海
岸
沿

い
に
つ
な
ぐ
こ
の
高
速
道
路
、
震
災
時
は
全

線
開
通
に
向
け
て
工
事
中
で
し
た
。
全
線
開

通
後
は
、
内
陸
を
走
る
東
北
自
動
車
道
と
合

わ
せ
て
関
東
と
東
北
を
太
く
結
び
付
け
る
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

福
島
・
宮
城
沿
岸
の
地
域
で
は
観
光
に
訪

れ
る
人
が
増
加
し
、
地
域
の
経
済
活
性
化
に

特集

復興・創生
〜震災から5年 新たな東北へ〜
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小名浜港（福島県いわき
市）の復興を後押しする国
際物流ターミナル整備は平
成30年度完成予定。

JR大船渡・気仙沼線で運行中のBRT。

久慈

宮古

釜石

大船渡

女川石巻

仙台

岩沼

浜吉田

竜田
広野

原ノ町

柳津

盛
さかり

三陸鉄道
平成26年4月
全線運転再開

経
済
復
興
の
礎
と
な
る

港
湾
の
復
旧
・
復
興

東
北
地
方
太
平
洋
側
沿
岸
の
港
湾
は
、
地

震
と
津
波
に
よ
っ
て
岸
壁
や
荷
役
機
械
が
大

き
な
損
傷
を
受
け
、
一
部
の
防
波
堤
は
倒
壊

し
、
車
両
や
木
材
な
ど
の
貨
物
が
航
路
に
流

出
し
て
、
物
流
機
能
が
完
全
に
停
止
す
る
と

い
う
過
去
最
大
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

港
湾
周
辺
に
は
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
立
地
し
て
い
る
た
め
、

港
湾
物
流
機
能
の
停
止
は
地
域
の
社
会
・
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
被
災
し
た
港
湾
の
効
率
的
・
効
果
的
な

物
流
機
能
の
回
復
を
目
指
し
て
、
国
、
港
湾

管
理
者
お
よ
び
港
湾
利
用
者
が
集
結
。
復
興

会
議
を
組
織
し
、
各
港
湾
の
「
産
業
・
物

流
復
興
プ
ラ
ン
～
復
旧
・
復
興
方
針
～
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

港
湾
施
設
の
復
旧
や
企
業
活
動
の
再
開
に

伴
い
、
震
災
直
後
は
前
年
同
月
の
約
1
／
4

ま
で
低
下
し
た
港
湾
の
取
扱
貨
物
量
は
、
平

成
25
年
に
は
震
災
前
を
超
え
る
水
準
に
回
復

し
ま
し
た
。
ま
た
停
止
し
て
い
た
定
期
コ
ン

テ
ナ
航
路
も
再
開
・
新
設
さ
れ
、
平
成
25
年

は
震
災
前
の
平
成
22
年
を
上
回
る
コ
ン
テ
ナ

取
扱
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

震
災
以
降
の
火
力
発
電
所
フ
ル
稼
働
に

よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
貨
物
の
輸
入
量
は

高
止
ま
り
の
状
態
が
続
き
、
石
炭
火
力
発
電

運
休
区
間
が
あ
る
路
線
に
つ
い
て
も
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て

お
り
、
J
R
山
田
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
30 

年
度
末
の
復
旧
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
J
R
常
磐
線
に
つ
い
て
は
、

本
年
3
月
に
開
通
時
期
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
浪
江
～
富
岡
間
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
末
ま
で
の
開
通
を
目
指
し
、
こ
れ

に
よ
り
J
R
常
磐
線
を
全
線
開
通
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
日
も
早

い
全
線
開
通
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
J
R
大
船
渡
線
・
気
仙
沼
線
に

つ
い
て
は
、
B
R
T
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
の
新
増
設
計
画
に
よ
り
今
後
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
に
指
定
さ
れ
た
福
島
県
の
小
名
浜
港
で

は
、
石
炭
の
輸
入
効
率
化
を
目
指
し
、
東
港

地
区
に
国
内
の
公
共
岸
壁
で
は
最
大
級
の
水

深
18
m
岸
壁
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
復
旧
さ
れ
た
港
湾
施
設
な

ど
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
企
業
立
地
や

生
産
拡
大
の
動
き
に
加
え
、
地
域
産
業
の
強

み
を
生
か
し
た
創
貨
な
ど
輸
出
促
進
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
誘
致
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ

れ
ら
一
つ
一
つ
の
力
を
持
続
的
な
発
展
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
関
係
者
が
連
携
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
復
興
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

小名浜港

宮古港

八戸港

久慈港

釜石港

大船渡港

相馬港

仙台
塩釜港

主要施設の復旧が
完了した港湾

※復旧に長期間を要する釜石港、
大船渡港、相馬港の防波堤を除く

気仙沼

相馬

JR仙石線
平成27年5月
全線運転再開

JR常磐線
（浜吉田〜相馬間 運休中）
平成28年12月末までに運転再開予定

（原ノ町〜竜田間 運休中）
•原ノ町〜小高間…平成28年春までに開通
•小高〜浪江間…遅くとも2年後（平成29年春）の 
  開通を目指す ※平成27年3月11日より起算
•浪江〜富岡間…平成31年度末までの開通を目指す
•富岡〜竜田間…平成29年内の開通を目指す

JR常磐線
竜田〜広野間
平成26年6月運転再開

鉄道・港湾

JR山田線
（宮古〜釜石間 運休中）
平成30年度末の復旧を
目指して工事中

JR大船渡線
（盛〜気仙沼間 BRT運行中）

JR気仙沼線
（気仙沼〜柳津間 BRT運行中）

JR石巻線
平成27年3月
全線運転再開

06

復興道路

復興支援道路

常磐自動車道

事業中

常磐自動車道の開通もあり、福島県の相馬野馬追の観光客数は、平成27年度に
震災以降初めて20万人を超えた。（写真提供／相馬野馬追執行委員会）

平成27年
11月29日開通
吉浜道路（3.6㎞）

病
院
へ
の
搬
送
に
も
役
立
ち
ま
す
。
す
で
に

一
部
開
通
に
よ
る
、
あ
る
い
は
今
後
の
開
通

を
見
込
ん
だ
企
業
立
地
が
進
み
、
宮
古
港
と

釜
石
港
を
は
じ
め
各
地
で
経
済
効
果
が
見
え

始
め
て
い
ま
す
。

両
道
路
の
全
線
開
通
ま
で
も
う
し
ば
ら

く
。
将
来
は
人
命
を
守
り
、
豊
か
な
東
北
を

取
り
戻
す
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鉄
道
の
復
旧
・
復
興

被
災
地
の
鉄
道
は
津
波
な
ど
に
よ
っ
て
線

路
や
駅
舎
な
ど
に
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
5
年
を
迎
え
、被
災
し
た
路

線
延
長
の
約
9
割
が
復
旧
を
果
た
し
ま
し
た
。

貢
献
。
宮
城
県
の
松
島
町
、
福
島
県
の
相
馬

市
と
い
わ
き
市
の
3
地
域
の
年
間
観
光
来
場

者
は
全
線
開
通
前
か
ら
約
22
万
人
増
加
し
、

そ
れ
に
よ
る
観
光
消
費
額
は
約
25
億
円
に
達

す
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
勤
圏
拡
大
と
輸
送
効
率
化
な

ど
に
よ
り
、
沿
岸
部
の
年
間
企
業
立
地
数
は

過
去
最
高
を
記
録
。
新
し
い
工
場
が
で
き
た

り
、
既
存
の
工
場
を
大
き
く
し
た
り
と
い
っ

た
工
場
の
増
新
設
は
昨
年
1
月
以
降
だ
け
で

31
件
、
約
5
5
0
億
円
の
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
立
地
と
共
に
近
隣
の
求
人
倍
率
も
着

実
に
伸
び
、
雇
用
確
保
に
も
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

福島

山形

郡山

相馬

富谷
利府

登米

花巻

盛岡

釜石

八戸

宮古中央

いわき

さ
ら
に
、
い
わ
き
中
央
～
広
野
、
山
元
～
岩

沼
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
も
、
復
興
・
創
生
期

間
内
の
お
お
む
ね
５
年
で
の
完
成
を
目
指
す

と
と
も
に
、
追
加
Ｉ
Ｃ
（
大
熊
Ｉ
Ｃ
、
双
葉

Ｉ
Ｃ
）に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

復
興
道
路
・

復
興
支
援
道
路
の
今
後

復
興
道
路
と
復
興
支
援
道
路
も
今
後
、
常

磐
自
動
車
道
と
同
様
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路
は
、
比
較
的
カ
ー

ブ
が
緩
や
か
で
幅
が
広
く
時
速
80
㎞
以
上
を

維
持
で
き
る
規
格
で
つ
く
ら
れ
、
地
域
の
特

産
品
な
ど
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
荷
物
の
輸
送
に

も
最
適
。
救
急
時
に
は
地
域
か
ら
都
市
部
の

平成27年
12月5日開通
遠野〜宮守（9㎞）

道路

至 東京

震災の経験を踏まえ、沿岸を走る復興道路の95％が津
波浸水区域を回避。通過が必要な5％では橋梁で十分な
高さを維持し、当時と同レベルの津波でも寸断されない強
固な防災機能を持つ。

釜石山田道路

国道45号

浸水域

浸水域
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小名浜港（福島県いわき
市）の復興を後押しする国
際物流ターミナル整備は平
成30年度完成予定。

JR大船渡・気仙沼線で運行中のBRT。

久慈

宮古

釜石

大船渡

女川石巻

仙台

岩沼

浜吉田

竜田
広野

原ノ町

柳津

盛
さかり

三陸鉄道
平成26年4月
全線運転再開

経
済
復
興
の
礎
と
な
る

港
湾
の
復
旧
・
復
興

東
北
地
方
太
平
洋
側
沿
岸
の
港
湾
は
、
地

震
と
津
波
に
よ
っ
て
岸
壁
や
荷
役
機
械
が
大

き
な
損
傷
を
受
け
、
一
部
の
防
波
堤
は
倒
壊

し
、
車
両
や
木
材
な
ど
の
貨
物
が
航
路
に
流

出
し
て
、
物
流
機
能
が
完
全
に
停
止
す
る
と

い
う
過
去
最
大
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

港
湾
周
辺
に
は
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
立
地
し
て
い
る
た
め
、

港
湾
物
流
機
能
の
停
止
は
地
域
の
社
会
・
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
被
災
し
た
港
湾
の
効
率
的
・
効
果
的
な

物
流
機
能
の
回
復
を
目
指
し
て
、
国
、
港
湾

管
理
者
お
よ
び
港
湾
利
用
者
が
集
結
。
復
興

会
議
を
組
織
し
、
各
港
湾
の
「
産
業
・
物

流
復
興
プ
ラ
ン
～
復
旧
・
復
興
方
針
～
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

港
湾
施
設
の
復
旧
や
企
業
活
動
の
再
開
に

伴
い
、
震
災
直
後
は
前
年
同
月
の
約
1
／
4

ま
で
低
下
し
た
港
湾
の
取
扱
貨
物
量
は
、
平

成
25
年
に
は
震
災
前
を
超
え
る
水
準
に
回
復

し
ま
し
た
。
ま
た
停
止
し
て
い
た
定
期
コ
ン

テ
ナ
航
路
も
再
開
・
新
設
さ
れ
、
平
成
25
年

は
震
災
前
の
平
成
22
年
を
上
回
る
コ
ン
テ
ナ

取
扱
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

震
災
以
降
の
火
力
発
電
所
フ
ル
稼
働
に

よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
貨
物
の
輸
入
量
は

高
止
ま
り
の
状
態
が
続
き
、
石
炭
火
力
発
電

運
休
区
間
が
あ
る
路
線
に
つ
い
て
も
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て

お
り
、
J
R
山
田
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
30 

年
度
末
の
復
旧
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
J
R
常
磐
線
に
つ
い
て
は
、

本
年
3
月
に
開
通
時
期
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
浪
江
～
富
岡
間
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
末
ま
で
の
開
通
を
目
指
し
、
こ
れ

に
よ
り
J
R
常
磐
線
を
全
線
開
通
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
日
も
早

い
全
線
開
通
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
J
R
大
船
渡
線
・
気
仙
沼
線
に

つ
い
て
は
、
B
R
T
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
の
新
増
設
計
画
に
よ
り
今
後
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
に
指
定
さ
れ
た
福
島
県
の
小
名
浜
港
で

は
、
石
炭
の
輸
入
効
率
化
を
目
指
し
、
東
港

地
区
に
国
内
の
公
共
岸
壁
で
は
最
大
級
の
水

深
18
m
岸
壁
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
復
旧
さ
れ
た
港
湾
施
設
な

ど
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
企
業
立
地
や

生
産
拡
大
の
動
き
に
加
え
、
地
域
産
業
の
強

み
を
生
か
し
た
創
貨
な
ど
輸
出
促
進
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
誘
致
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ

れ
ら
一
つ
一
つ
の
力
を
持
続
的
な
発
展
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
関
係
者
が
連
携
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
復
興
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

小名浜港

宮古港

八戸港

久慈港

釜石港

大船渡港

相馬港

仙台
塩釜港

主要施設の復旧が
完了した港湾

※復旧に長期間を要する釜石港、
大船渡港、相馬港の防波堤を除く

気仙沼

相馬

JR仙石線
平成27年5月
全線運転再開

JR常磐線
（浜吉田〜相馬間 運休中）
平成28年12月末までに運転再開予定

（原ノ町〜竜田間 運休中）
•原ノ町〜小高間…平成28年春までに開通
•小高〜浪江間…遅くとも2年後（平成29年春）の 
  開通を目指す ※平成27年3月11日より起算
•浪江〜富岡間…平成31年度末までの開通を目指す
•富岡〜竜田間…平成29年内の開通を目指す

JR常磐線
竜田〜広野間
平成26年6月運転再開

鉄道・港湾

JR山田線
（宮古〜釜石間 運休中）
平成30年度末の復旧を
目指して工事中

JR大船渡線
（盛〜気仙沼間 BRT運行中）

JR気仙沼線
（気仙沼〜柳津間 BRT運行中）

JR石巻線
平成27年3月
全線運転再開




